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調査地・調査時期

• 第一次調査（3/27～30）
仙台市太白区緑ヶ丘地区周辺
仙台市青葉区折立地区周辺

• 第二次調査（4/11～14）
福島市福島市伏拝沼の上（あさひ台団地）
仙台市太白区緑ヶ丘地区周辺



あさひ台団地（福島市）

1969年開発開始---1974年には完了



あさひ台団地

（釜井作成）

変動地面積率（12000+1000+3000+1300）÷2400000＝7.2%
※阪神の事例：造成地内の3.2（谷埋）+1.8（池埋）＝5％の盛土が変動した

盛土の賦存率は、谷埋8.5％、池埋1.8％、合計10.3％

A地区

B地区

C地区

典型的な谷埋め盛土地すべり



あさひ団地A地区



あさひ団地A地区



あさひ団地Ｂ地区

盛土は1000㎡強なので、
宅地耐震化促進事業の対象外
（要件は3000㎡以上）

隆起



宮城県仙台市太白区

1978年宮城県沖
地震で変動

踏査面積800,000㎡のうち約14％
の113,000㎡の盛土が変動



緑ヶ丘３丁目、４丁目



緑ヶ丘３丁目北側ブロック



緑ヶ丘３丁目北側ブロック

村尾英彦氏（村尾地研）撮影



緑ヶ丘３丁目南側ブロック

村尾英彦氏（村尾地研）資料



緑ヶ丘３丁目の既存地すべり対策工

対策済の地区で再び地震による
変動が出たことは、地すべりで用
いている対策工で良いのかどうか
再検討を迫られている。

村尾英彦氏（村尾地研）作成



緑ヶ丘４丁目





青山１丁目、２丁目



青山２丁目
非常に小規模な腹付け盛土





恵和町（噴砂跡）あり



恵和町



恵和町（傾いたアパートと液状化の位置関係）



ガス緊急工事の路地は切盛境または
盛土内の変動レベルの境界部が多い



事前予測と実際の現象の比較
① ② ③

①「大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドラインの解説」の点数法
②『斜面防災都市』釜井・守隨の数量化解析モデル
③側方抵抗モデル（太田-榎田モデル）＝国土地理院モデル＝ガイドラインにも参考として記載

事後評価でない初の事例



側方抵抗モデルのパラメータ



まとめ

• 福島市あさひ台は典型的な谷埋め盛土地すべ
りである。（切土部では変動していない。）

• 仙台市太白区では、1978年に変動しなかった盛
土が今回は変動している。（震度・周期・継続時
間の違いか？）

• 1978年に変動した盛土に対策工がなされた箇所
が再度滑動している。対策工要再検討（待ち受
け型ではダメ？）。

• 事前予測は、側方抵抗モデルが適切に危険度
評価をしている。（点数法の成績は悪い）

• 造成地面積の10％前後の面積が変動した。
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白石市緑ヶ丘（寿山）


